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「大分県土砂等のたい積行為の規制に関する条例」全体図

第２章 たい積行為に使用される土砂等の安全基準等 特定事業の手続きのフロー図

第１章 総則 (1)土砂等に関する安全基準の設定（第６条）

(2)浸透水の基準の設定（第６条）

š 目的（第１条） 特定事業を行おうとする者

土砂等のたい積行為による土壌の汚染及び

水質の汚濁並びに災害の発生を未然に防止す 第３章 不適正なたい積行為の禁止等 ・埋立地の面積

るための規制に関し必要な事項を定めること (1)安全基準に適合しない土砂等のたい積行為の禁止等（第７条 ) ３ ， ０ ０ ０ ｍ
２
以 上

により、県民の生活環境を保全するとともに、 (2)崩落等の防止措置 （第８条） ・適用除外

生活の安全を確保することを目的とする。 公共的団体が行う事業

非常災害の応急措置等

第４章 特定事業に関する規制

特定事業の許可申請

š 県の責務（第３条） ¡ 許可に関する事項

土砂等のたい積行為による土壌の汚染及び (1)特定事業の許可 （第 ９条） (2)土地所有者への説明（第 ９条） 許可の基準

水質の汚濁並びに土砂等の崩落等の発生を未 (3)許可の申請 （第１０条） (4)許可の基準 （第１１条） ・人的要件

然に防止するため、土砂等のたい積行為の適 (5)変更の許可等 （第１２条） ・土地の使用権原を証する書類

正化に関する施策を推進するものとする。 ・現場事務所の設置

¡ 届出に関する事項 ・浸透水の採取措置

(1)特定事業の着手の届出 （第１３条） ・災害発生防止措置

(2)土砂等の搬入の届出 （第１４条）

š 事業者等の責務（第４条） (3)土砂等管理台帳の作成 （第１５条） 許 可

・事業者は、その事業活動において、土砂等 (4)水質検査等の報告 （第 １ ６条）

のたい積行為による土壌汚染等の発生を未然 (5)関係書類の閲覧 （第 １ ７条）

に防止するよう努めなければならない。 (6)標識の掲示等 （第 １ ８条）

・土砂等のたい積行為を行う者は、当該たい (7)承継 （第２ １条） 事業着手の届出等

積行為による土壌汚染等の発生を未然に防止 (8)譲受け （第２ ２条）

するために必要な措置を講ずるとともに、県及 (9)関係書類の保存 （第２ ４条） ・ 土 砂 等 搬 入 の 届 出

び市町村が実施する土砂等のたい積行為の適 ・管理台帳の作成

正化に関する施策に協力しなければならない。 ¡ 廃止・完了手続に関する事項 ・標識の掲示

(1)特定事業の廃止等 （第１９条） ・関係書類の閲覧

(2)特定事業の完了 （第２０条）

定 期 報 告

š 土地所有者等の責務（第５条） ¡ 処分に関する事項

土地の所有者、管理者又は占有者は、土砂 (1)許可の取消し等 （第２３条） ・ 水 質 検 査

等のたい積行為を行う者に対し、土地を提供 １回／６月

しようとするときは、当該土砂等のたい積行 （一時たい積、1回 /3月）

為による土壌汚染等のおそれのないことを確 ・埋立土砂等の量

認するとともに、県及び市町村が実施する土 第５章 雑則 第６章 罰則 １回／月

砂等のたい積行為の適正化に関する施策に協 ・立入検査等（第２５条） (1)措置命令違反・無許可営業 （第２９条）

力するよう努めなければならない。 ・手数料 （第２６条） 1年以下の懲役又は100万円以下の罰金 完 了 報 告

・市町村条例との調整（第2 ７条) (2)虚偽の届出・立入検査拒否等（第３０条）

・規則への委任（第２８条） 50万円以下の罰金 水質検査、土質検査


